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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第３区分
【発行日】平成22年8月26日(2010.8.26)

【公開番号】特開2008-90449(P2008-90449A)
【公開日】平成20年4月17日(2008.4.17)
【年通号数】公開・登録公報2008-015
【出願番号】特願2006-268529(P2006-268529)
【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｔ  11/60     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   1/40     (2006.01)
   Ｇ０６Ｋ   9/20     (2006.01)
   Ｇ０９Ｇ   5/377    (2006.01)
   Ｇ０９Ｇ   5/00     (2006.01)
   Ｇ０９Ｇ   5/22     (2006.01)
   Ｇ０９Ｇ   5/24     (2006.01)
   Ｇ０９Ｇ   5/36     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｔ  11/60    １００Ａ
   Ｈ０４Ｎ   1/40    　　　Ｆ
   Ｇ０６Ｋ   9/20    ３４０Ｌ
   Ｇ０９Ｇ   5/36    ５２０Ｍ
   Ｇ０９Ｇ   5/00    ５３０Ｈ
   Ｇ０９Ｇ   5/22    ６３０Ｇ
   Ｇ０９Ｇ   5/24    ６３０Ｚ
   Ｇ０９Ｇ   5/36    ５２０Ｄ

【手続補正書】
【提出日】平成22年7月13日(2010.7.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像を文字が含まれる文字領域と絵柄が含まれる絵柄領域に分離する領域分離手段と、
　前記領域分離手段によって分離された絵柄領域を表示し、該絵柄領域の表示の上に前記
領域分離手段によって分離された文字領域を重ねて表示する表示手段
　を具備することを特徴とする画像処理システム。
【請求項２】
　前記領域分離手段によって分離された文字領域に対して文字認識を行う文字認識手段
　を具備し、
　前記表示手段は、前記領域分離手段によって分離された絵柄領域を表示し、該絵柄領域
の表示の上に前記文字認識手段によって認識を行った文字を重ねて表示する
　ことを特徴とする請求項１に記載の画像処理システム。
【請求項３】
　前記領域分離手段によって分離された絵柄領域が複数ある場合は、該絵柄領域の中から
表示する絵柄領域を選択する絵柄領域選択手段
　を具備し、
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　前記表示手段は、前記絵柄領域選択手段によって選択された絵柄領域を表示する
　ことを特徴とする請求項１に記載の画像処理システム。
【請求項４】
　前記表示手段は、絵柄領域の上に文字領域を重ねて表示する場合に、該絵柄領域に応じ
て該文字領域を変形して表示する
　ことを特徴とする請求項１に記載の画像処理システム。
【請求項５】
　前記表示手段は、絵柄領域の上に文字を重ねて表示する場合に、該絵柄領域に応じて該
文字を変形して表示する
　ことを特徴とする請求項２に記載の画像処理システム。
【請求項６】
　前記絵柄領域選択手段は、前記文字領域の文字の画像特徴量と前記絵柄領域の画像特徴
量を抽出し、両者の画像特徴量間の距離に基づいて、該文字領域の文字に対応した絵柄領
域を選択する
　ことを特徴とする請求項３に記載の画像処理システム。
【請求項７】
　前記文字認識手段が文字認識を行わなかった場合は、前記文字領域内を行毎に、又は文
字毎に分割する分割手段
　を具備し、
　前記表示手段は、前記領域分離手段によって分離された絵柄領域を表示し、該絵柄領域
の表示の上に前記分割手段によって分割された行又は文字を重ねて表示する
　ことを特徴とする請求項２又は５に記載の画像処理システム。
【請求項８】
　前記表示手段は、文字の変形として、
（１）文字が黒以外の文字であれば、該文字が前記絵柄領域の中央付近に位置したときに
、該文字を変形する処理、
（２）スクロール表示している文字列が前記絵柄領域の中央付近に位置したときに、その
文字列を変形する処理、
（３）予め記憶されている文字と同じ文字を表示しようとした場合に、該文字を変形する
処理、
（４）前記絵柄領域の色と表示しようとする文字の色が類似している場合は、異なる色に
変更する処理、
（５）文字列の高さ又は幅をそろえる変形をする処理、
　のいずれかの処理を行うことを特徴とする請求項５に記載の画像処理システム。
【請求項９】
　コンピュータに、
　画像を文字が含まれる文字領域と絵柄が含まれる絵柄領域に分離する領域分離機能と、
　前記領域分離機能によって分離された絵柄領域を表示し、該絵柄領域の表示の上に前記
領域分離機能によって分離された文字領域を重ねて表示する表示機能
　を実現させることを特徴とする画像処理プログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　［２］　前記領域分離手段によって分離された文字領域に対して文字認識を行う文字認
識手段
　を具備し、
　前記表示手段は、前記領域分離手段によって分離された絵柄領域を表示し、該絵柄領域
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の表示の上に前記文字認識手段によって認識を行った文字を重ねて表示する
　ことを特徴とする［１］に記載の画像処理システム。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　［６］　前記絵柄領域選択手段は、前記文字領域の文字の画像特徴量と前記絵柄領域の
画像特徴量を抽出し、両者の画像特徴量間の距離に基づいて、該文字領域の文字に対応し
た絵柄領域を選択する
　ことを特徴とする［３］に記載の画像処理システム。
　［７］　前記文字認識手段が文字認識を行わなかった場合は、前記文字領域内を行毎に
、又は文字毎に分ける分割手段
　を具備し、
　前記表示手段は、前記領域分離手段によって分離された絵柄領域を表示し、該絵柄領域
の表示の上に前記分割手段によって分割された行又は文字を重ねて表示する
　ことを特徴とする［２］又は［５］に記載の画像処理システム。
　［８］　前記表示手段は、文字の変形として、
（１）文字が黒以外の文字であれば、該文字が前記絵柄領域の中央付近に位置したときに
、該文字を変形する処理、
（２）スクロール表示している文字列が前記絵柄領域の中央付近に位置したときに、その
文字列を変形する処理、
（３）予め記憶されている文字と同じ文字を表示しようとした場合に、該文字を変形する
処理、
（４）前記絵柄領域の色と表示しようとする文字の色が類似している場合は、異なる色に
変更する処理、
（５）文字列の高さ又は幅をそろえる変形をする処理、
　のいずれかを行うことを特徴とする［５］に記載の画像処理システム。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　［９］　コンピュータに、
　画像を文字が含まれる文字領域と絵柄が含まれる絵柄領域に分離する領域分離機能と、
　前記領域分離機能によって分離された絵柄領域を表示し、該絵柄領域の表示の上に前記
領域分離機能によって分離された文字領域を重ねて表示する表示機能
　を実現させることを特徴とする画像処理プログラム。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　請求項３の画像処理システムによれば、本構成を有していない場合に比較して、請求項
１の画像処理システムによる効果に加えて、絵柄領域が複数あっても、その中の絵柄領域
を選択して表示することができる。例えば、具体的には、大きな絵柄領域と小さな絵柄領
域がある場合に、大きな絵柄領域を選択して表示することができるようになり、操作者に
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とってより重要な絵柄領域を見ることができるようになる。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　請求項６の画像処理システムによれば、文字領域の文字と絵柄領域の内容が対応した絵
柄領域を選択することができるようになる。
　請求項７の画像処理システムによれば、文字認識手段が文字認識を行わなかった場合は
、分割された行又は文字を重ねて表示することができるようになる。
　請求項８の画像処理システムによれば、絵柄領域の上に文字を重ねて表示する場合に、
閲覧者の注意を引くように表示することができるようになる。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　請求項９の画像処理プログラムによれば、本構成を有していない場合に比較して、全体
を表示するとその内容が判読しにくくなるような画面であっても、絵柄領域と文字領域を
重ね合わせて表示することができる。例えば、具体的には、絵柄領域の上に文字領域を半
透明にしてスクロールしながら表示することができるようになり、操作者にとって視認性
が向上する。
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